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要約 我々は、平成14年度にボランテイアグループ「アロエの会」の協力を得て、総合的な学習を行った。その目

的は、学校や学級における外国籍の子ども、外国の文化的背景を持つ子どもに対する理解を深め、お互いに認

め受け入れ、尊敬する意識や態度を形成することを視野に入れながら、「外国の文化や生活を学習し国際的な

視野を広げること」、さらに「異文化学習を通して自己理解と他者理解を深めること」であった。本小論は、

そのような総合的な学習における異文化理解教育の実践研究である。

Keywords : 総合的な学習、異文化理解、異文化共生

はじめに

豊かな国際感覚を育てるために、今池小学校では、

平成4年度から国際理解教育を推進している。その実

践は、「異文化を理解し共に生きる」というねらいの

もと、「触れ、慣れ、親しむ」をテーマに、外国の人

との交流会を中心にしてスタートした。最初、その交

流会は、学区の工場に研修生として来日していた外国

の人を校内学芸会に招待することから始まった。

平成13年度から「総合的な学習の時間」のなかに国

際交流を位置づけ、次のような目標や育てたい態度を

明確にしている。

この国際交流は、各学年において1年に10時間程度

の時間内で、1、2年生については学校裁量の時間と

して設定している。各学年に1人から3人の外国の人

にかかわってもらいながら、各学期に1度の国際交流

を行っているのである。各学期毎に一度ではあるが。

~

1年生から6年生まで継続して行い、外国の人とのか

かわりが深まるように配慮されている。

ところで、1974年に中央教育審議会は、国際社会を

視野に入れて、各国民との友好関係を積極的に築いて

いく、国際性豊かな日本人の育成を学校教育の重要課

題とした。これは、1974年のユネスコ勧告「国際理解、

国際協力及び国際平和のための教育並びに人権及び基

本的自由について教育する勧告」を受けてのことであ

った。その後、広い視野を待ち、国際社会において主

体的に生きる子どもを育成することは、学校教育の重

要な目標の一つであり続けている。

しかし、国際理解教育が提唱された当初から、その

概念をめぐっては「内なる国際化」が言われ、日本が

文化多様性社会であることを認める必要があり、国内

における異文化共生を目標とする教育、そしてユネス

コ勧告の述べているように社会的マイノリティの人権

に関する教育が重要であることが主張されてきた。

我々は、平成14年度にボランティアグループ「アロ

エの会」の協力を得て総合的な学習を行った。その目

的は、学校や学級における外国籍の子ども、外国の文

化的背景を持つ子どもに対する理解を深め、お互いに

認め受け入れ、尊敬する意識や態度を形成することを

視野に入れながら、「外国の文化や生活を学習し国際的

な視野を広げること」、さらに「異文化学習を通して、

自己理解と他者理解の能力を深めること」であった。

本小論は、そのような「異文化共生」「社会的マイ

ノリティの人権」に関する教育を視野に入れた総合的

な学習おける異文化理解教育の実践研究である。もち

ろん、この研究課題は､短期間で成せるものではなく、
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理論的にも実践的にも長期的・継続的に取り組まなけ

ればならない重要な課題である。従って、本小論は、

現時点での我々の研究成果に関する論稿であり、今後

も研究を継続・発展させたいと考えている。

|| 実践研究の構想

今は、町の中の様々な場所で、外国の人と接するこ

とが多くなってきた。 しかし、外国の人を目にしても

積極的にかかわっていこうとしない人が多いように思

ｵ)れる。本学級にもブラジル人の子がいるが、日本人

の子は、言葉が分からないので自分から話しかけられ

ないし、面倒そうだからあまり近寄らない。そんな子

どもたちに、外国への興味や関心を持たせ、言葉が分

からなくても話しかけることのできる白信をつけさせ

たい、外国のことをもっと知りたいと思う気持ちをも

ち、外|玉|の人に積極的にかかわっていこうとする態度

を養いたい、そして、世界中の人々が互いに助け合っ

て、お互いを尊重しながら生活していこうとする意識

と態度を養いたいと考えた(単元構想図は図1参照)。

そこで、外国で暮らしたことのあるお母さんたちの

ボランテイアグループ「アロエの会」に協力をお願い

し、外国での生活の様子を子どもたちに伝えていただ

くことにした。目本人のお母さん方なので、外国の生

活の様了･を日本語で詳しく話していただくことがで

き、外匡|生活をより身近なこととして実感させられる

と考えた。また、外国での暮らしを想像しやすいよう

にできるだけ体験を取り入れた活動を進めていくこと

にした。「アロエの会」の方や外国の方と、直接話を

して､自分が興味をもったことを自分で調べることが、

外国への興味や関心を持続させることにつながるだろ

う○ そして、子どもたちにとって異文化を知ることが

日本での生活を見直し、自分を見つめ、外国の方の気

持ちをも知ることにつながると推測し、以下のような

仮説と手だてを考えた。

1.実践研究の仮説

(1) llし界のいろいろな国の言葉や生活様式、文化の違

いなどを知ることにより、世界中に住む人々に目を向

け、興味・関心を持つことができるであろう。

(2)外国の人と直接話をすることによって、生の外国

の文化に触れることができ、日本と外国、口本人と外

国人の共通点や相違点に気づくことができるであろ

っo

2.実践研究の手だて

(1)もっと知りたい、自分でも調べてみたいという意

欲を子どもたちが持つことができるように、外国での

生活の様子を「アロエの会」の人から直接聞く機会を

多くする。

(2)より深い追求をするために、追求活動を多面的に

評価したり、友達、保護者、外国の人など、いろいろ

ー

な人に発信する場を設定する。

(3)外国の生活をより身近に感じることができるよう

に、外国の人と直接交流し、話をする機会を待つ。

剛 外国で暮らすことの大変さや難しさを理解するた

めに、目本で暮らす外国の人の気持ちを直接聞く場を

設定する。

Ill 実践の概要

1。自分の知らない国に興味を持ち始める子どもたち

「アロエの会」の方たちの|烏力を得て、外国での生

活の様子を話していただいた。初めての出会いの時、

子どもたちには何も告げず、笑語で自己紹介をしてい

ただいた。日本人のお母さんが急に促語を話し出|した

ので、驚いて注目したノ話を聞くだけでなく、アメリ

カで生活していた時の写真も見せていただいた。大き

なショッピングセンターの話や学校の中に食堂があっ

て、自分の好きなお菓子を買うこともできるという話

に引きつけられ、日本とは違う外国の生活に興味を持

ち始めた。

2回目の交流会

2回日には、3人のおけさん方に来ていただくこと

ができた。紹介だけのつもりであったが、みんなで楽

しみたいからと行って、ハローウィンのカボチャの顔

を使って、日本の福笑いのようなゲームを行った。子

どもたちはとても喜び、次はどんな楽しいことがある

のだろうと次回を心待ちにしていた。

3回目の交流会
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3回目には、6人のお母さん方に来ていただき、子

どもたちも6つのグループに分かれて交流をした。イ

ンドネシアやフィリピンのお金を見せていただいた

り､地球儀で場所を確かめたりしながらお話を聞いた。

フィリピンのピナツボ火山の噴火直後にボランティア

活動をされたお母さんは、その時の様子を紙芝居で教

えて下さった。山で暮らせなくなった先住民族が町で

生活し、差別をされた話は、その後の子どもたちの追

求活動に大きな影響を与えた。こうして世界中のいろ

いろな国に分かれて個人で追求を始めた。「アロエの

会」のお母さん方には､定期的に学校に来ていただき、

子どもたちの追求に刺激を与えていただくことができ

た。世界の三大穀物を子どもたちに紹介したいからと

言って、小麦(サンドウィッチ)トウモロコシ(クロ

ス)、米(インドネシアのタマネギのふりかけをかけ

たもので、手で食ぺた)を試食させて下さったり、言

葉が話せなかったらどうやって暮らすのかを経験させ

るために日常会話をジェスチャーでみんなに伝えるゲ

ームをしたりした。

また、日本で暮らしているブラジル人の友達の気持

ちを理解させるために、言葉の分からない国で生きて

いくために必要最低限の言葉は何かをグループ毎に話

し合った。その時、アロエの会の方は、グループ活動

に参加し、意見をまとめて下さっていた。ブラジル人

の友達にクラスみんなの目を向けさせたいからと言っ

て、その時に選んだ言葉をブラジル人の子にポルトガ

ル語では何と言うのかを教えてもらおうという提案も

してくださった。日本語、英語、ポルトガル語の並ぶ

単語カードができた。ブラジル人の子がみんなから話

しかけられ、授業の中心となることができた。

「アロエの会」のお母さん方は、どうしたら子ども

たちが喜んでくれるのか、どうしたら異文化での生活

をよく理解してくれるのかを真剣に考え、いろいろな

捏案をしてくださった。また、白分のお子さんが外国

の学校で苦労したことを身をもって経験しているの

で、クラスにいるブラジル人の子どもに対して特別の

思いがあるように感じた。

「アロエの会」のお母さん方との様々な交流を通し

て、子どもたちは、生き生きとした経験をすることが

できた。そして、外国の生活が日本と違うことに気づ

き、いろいろな国の生活について興味を持ち始めた。

2.自己評価、相互評価、外部評価をしながら、個の

追求を深める。

子どもたちは、自分か調べてみたい国を決定し、追

求を始めた。自分でテーマを決定し、自分の力で追求

させるために、個別に追求活動させた。アメリカのマ

クドナルドについて調べようとする子や貧しくて働か

なくてはいけないというバングラデシュの子どもたち

について調べる子、アマゾンの動物たちについて調べ

る子など様々であった。ピナツボ火山の紙芝居が心に

残り、先住民族や南アフリカのアパルトヘイトについ

て調べる子も多く現れた。調べることが楽しくなって

きて、本やインターネットなどで次々に追求を進めて

いくことのできる子もいるが、何を調べるのかさえな

かなか決められない子もいた。

子どもたちが追求活動を始めるときに、自己評価の

手段としての「わくわくタイム学習アイテム」につい

て説明をした。自分が今から調べ学習をしながら、ど

んな力をつけていこうとしているのかを知っているこ

とにより、活動に対する取り組み方が違ってくると考

えたからである。

わくわ<タイム学習アイテム

わくわ<タイム学讐アイテム

tヽ4゛･≫r-iヽて乙､-

･みん･な力ヽり質悶t中たごとや､百分でヽま廓ベコ
J十↑そいごと右言βべ｀μΓ'い。

t､ z1､4･s?●^<<f≫-いゝs･i・1､●ヽ｡｡-t≫t^.*≫。

追求には個人差があり、個々への支援が必要であっ

た。そこで、毎時間「わくわくタイムふりかえりカー

ド」に記入させ、子どもの悩みや追求の進み具合をチ

ェックした。それによって、子どもたち一人ひとりの

追求活動を知り、個に応じた支援に役立てることがで

きた。

わくわくタイムふりかえりカード

わくわくタイムふりかえりカード｡。
名前へ 、
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調べ方が分からない子もそれなりに努力をしてい

て、どの子も中間発表会で自信をもって発表できるだ

けの成果を得ることができた。追求後に「わくわくタ

イム学習アイテム」について自己評価をさせたが、ほ

とんどの子が○をつけていた。また、自分で実践アイ

テムが弱いことを見つけて、外国人へのインタビュー

や外国の料理作りなど､意欲的に活動する子も現れた。

学級を四つのグループに分け､中間発表会を行った。

司会者と時計係を決めて、会を進行させた。中間発表

会では、調べたことを短冊にまとめさせ、原稿なしで

発表させた。一人で発表をするので、友達に頼ること

ができない。そのため、自主的に発表の練習をして、

緊張感をもって、会に臨むことができた。

学級での中間発表

各グループに「アロエの会」のお母さんに参観して

いただき、評価をしていただいた。アロエの会の方に

よる外部評価は、子どもたちにより緊張感を持たせる

ことができた。また、教師の評価をより公正にするこ

とができた。

子どもによる相互評価

二こ

皿⊇⑦「こ
⑩亘匹白

二
について調べてふ

質問し亀す。
「

さんに アドバ砿λいます。

感想急E旨います。

さらに、子どもたちによる相互評価も取り入れた。

子どもたちが、発表を聞いて友達にメッセージカード

を書くのである。発表の仕方や内容について友達から

評価され､次の追求活動に意欲を待った子が多かった。

心に思っても口に出1せない子や、後からでは忘れてし

まう子も、友達に自分の意見を伝えることができた。

また、授業参観では保護者に向けてポスターセッシ

ョンを行った。大人は、初めて聞く内容にも質問など

をしてくれるので、張り切って発表をすることができ

た。そして、中間発表会でうまく発表できなかったと

ころについて調べ直し、練習してあるので、自信を持

って発表をしていた。

授業参観での中間発表

中間発表会でアフリカに住む先住民族のピグミー族

について発表した子は、寒い国の先住民族エスキモー

族についても興味を持ち、生活を比べてみたいと思う

ようになった。短い期間にもかかわらずよく調べて、

授業参観では、二つの民族を比べながら発表をするこ

とができた。

3.国際交流により、生の外国文化に触れる

1回目は、インドネシアの留学生の方と交流するこ

とができた。全員で、インドネシアの生活について手

分けして調べた。それを発表しながら、さらに詳しく

教えていただいたり、間違っていることを指摘してい

ただいたりした。インドネシアの国旗やスポーツ、言

葉や食事などについて詳しく聞くことができた。

インドネシアの歌を調べた子がオルガンを弾き、み

んなで歌うと留学生の方も知っている歌だからといっ

て、一緒に歌ってくださった。また、インドネシアの

遊びをインターネットで調べたが、遊び方がよく分か

らなかった。しかし、留学生の方に一緒にやっていた

だくと遊び方だけでなくおもしろさが分かるようにな

った。その後もしばらくその遊びが流行し、放課に運

動場で行っていた。留学生の方から安全で豊かだか

ら、日本に留学することにした。母国に帰ったら、大

学の先生になるつもりである。目本譜の本で大学の勉

強をするのはとても大変であるという話を聞いた。子

どもたちは、外国に行って、その国の言葉で勉強する

ことの大変さを感じたようであった。
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インドネシアの留学生との交流

2回目は、バングラデシュの留学生の方と交流する

ことができた。バングラデシュとインドの国について

訓べた子が会を進めていった。子どもたちが用意した

カレーの材料を煮込んで、バングラデシュの方にスパ

イスで味付けしていただいた。その間に、バングラデ

シュの生活について発表を行った。

自分たちが調べたことについて感想や意見を話して

いただいた。すると、資料が古かったり、同じ国でも

都心と田舎では違うことが分かった。本やビデオなど

の資料を鵜呑みにしてはいけないことが分かった。

また、留学生の方が口本に来ることになった経緯や

目本での生活の様子、日本で暮らしてみて感じたこと

など、本では分からないお話を聞くことができた。今

も家事をしながら勉強を続けているという話を聞き、

大変驚いた。

当日は、「アロエの会」の方や保護者の方にも参加

をしていただくことができた。お母さん方も子育てを

しながら大学院で勉強を続けていることについてや女

性の地位の向上について研究していることに関心をも

たれていた。また、カレーの作り方やスパイスについ

て質問されるお母さんもいて、みんなで鍋をのぞき込

みながら、楽しい時間を過ごすことができた。

短期留学生だちとの交流

3回目は、口本に1年だけの短期留学をしている

各国の先生方と交流をすることができた。韓国2名、

フィリピン1名、ミャンマー1名、ベネズエラ1名、

インドネシア1名、メキシコ1名、ブラジル1名の8

名の方を迎えることができ､子どもたちは大変喜んだ。

今までの学習を生｡かして、子どもたちに外同の方とで

きるだけ多く話をさせたかったので、子どもを8つの

グループに分け、外国人の方1名と子ども3~5名と

いう少人数で1時間話をさせた。子どもたちは、今ま

で自分が調べてきた国や日本と比べながら、学校や食

事についてなど具体的に話を進めていった。 1時間が

あっと言う間に過ぎ、別れを惜しんでいた。自分で直

接､外国人の方と話ができたので、興奮気味であった。

｢国にもどったら､二度と目本に来ることはできない。｣

と言われる方もあり、外国から日本に来ることはまだ

まだ大変なことだと感じた。

4.多用な学習記録から自己を見つめ直す

今年度､学習をしたことを自分の思い出作りとして、

本にまとめた。多くの活動の中から、自分が残してお

きたいと思う活動を選ばせた。友達や保護者に発表を

して､自分の追求活動を多くの人に認めてもらったが、

自分の成果として形に残るものがほしいと考えた。調

べたことだけでなく、いろいろな活動の記録写真を切

り抜いて貼ったり、感想文を入れたりした。交流した

方の写真は良い思い出となり、自分の授業での様子を

振り返ることができた。

様々な学習記録
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IV おわりに

国際交流3回目で、日本語をあまり話すことができ

ない人たちと交流をする機会をもった。了-どもたちは、

外国の人を前にしても意欲的に話をすることができ

た。話が途切れたり、教師の助けを必要とすることも

なく、子どもたちだけで交流をすることができた。ジ

ェスチャーや片言の英語で伝えたり、紙に絵を描いて

説明したりしていた。

平成14年度始めに[外国人の人に声をかけることが

できますか?]というアンケートをとったとき、「は

い」という子は9人であったが、2月には15人にな

っていた。

子どもたちは、本実践で、世界にいろいろな国、い

ろいろな民族や文化、そして、いろいろな生活がある

ことを学んだ。そして、日本とは異なる文化や生活を

持っているが、どの国の人たちも自分たちと同じ感情

を待った人間であることがわかってきたのではない

か。だから、話しかけることに不安がなくなってきた

ように思われる。言葉が通じれば、どの国の人とも話

してみたいという、外国に対する興味や間心が高まっ

てきた。自分が調べたことが本当か、外国まで確かめ

に行きたいと言う子や物価が安いから将来中国に住む

のもいいなと言う子も現れ、もっと調べてみたいとい

う子どもたちの追求意欲は高まっている。

さらに、子どもたちは、外国のことを調べながら、

無意識に日本と比較をしている。日本と[司しか、目本

と違っているかという基準である。そうするうちに、

それぞれの国の良いところが見えてきた。日本の生活

しか知らない子どもたちが、外の世界に目を向けはじ

めたのである。先進国と発展途上国、それぞれに良い

ところや悪いところがあることがわかった。

自分たちは日本に住み、日本がｰ一番好きだと思って

いるが、外国の人たちもそれぞれに自分の国が一番好

きであることもわかった。また、言葉は違っても人間

は同じようにうれしい気持ちや悲しい気持ちを持って

いることがわかかってきた。外国の人だから違うので

はなくて､みんな同じ人間であることもわかってきた。

子どもたちは、本実践を終えて、いろいろな国に興

味や間心を持つことができたのだが、そこに問題を見

つけたり、問題を解決するために積極的に行動しよう

とする子が現れなかった。世界中に目が向いてしまい、

焦点を絞ることができなかったためである。学級全員

で世界に向けて発信ができるような取り組みをする

と、子どもたちにより高い達成感を持たせることがで

きると思う。今後、子どもが問題意識を持って、世界

を見つめ、自分にできることから行動を起こしていけ

るように発展をさせることができると良いと思う。

また、学級にいる外国人の子どもたちをできるだけ

総合学習の授業で取り上げるようにした。しかし、日
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本人の子どもたちの気持ちの中に「あの子は外国人だ

から自分たちと一緒にできなくても仕方がない。放っ

ておかれても仕方がない・・・」という気持ちがあり、

一方、外国人の子どもは日本語がうまく話せなくて、

「一緒にやりたい。私も仲間に入れてほしい。」という

自分の気持ちをうまく伝えることができなかった。佳

良くしてはいるのだけれど､何となく溝か感じられる。

日本の学校教育において、学校および学級の「異文

化共生」、「内なる国際化」が極めて重要な実践的課題、

理論的課題である。その重要性は、今後もますます、

強まっていくであろう。
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